
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

◎
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
（
抄
）

（
事
業
者
の
責
務
）

第
十
七
条
の
二

事
業
者
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
ば
い
煙
の
排
出
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
の
ほ
か
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
ば
い
煙
の
大
気
中
へ
の
排
出
の
状
況
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
当
該
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等

第
十
七
条
の
三
〜
第
十
七
条
の
四

（
略
）

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
設
置
の
届
出
）

第
十
七
条
の
五

揮
発
性
有
機
化
合
物
を
大
気
中
に
排
出
す
る
者
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
次
の
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
種
類

四

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造

五

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
使
用
の
方
法

六

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
及
び
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
方
法
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
経
過
措
置
）

第
十
七
条
の
六

一
の
施
設
が
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
と
な
つ
た
際
現
に
そ
の
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
（
設
置
の
工
事
を
し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
揮
発

性
有
機
化
合
物
を
大
気
中
に
排
出
す
る
も
の
は
、
当
該
施
設
が
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
と
な
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
届
出
）



第
十
七
条
の
七

第
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
第
十
七
条
の
五
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
計
画
変
更
命
令
等
）

第
十
七
条
の
八

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排

出
施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
が
そ
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
排
出
基
準
（
第
十
七
条
の
四
の
排
出
基
準
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
排

出
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
限
り
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発

性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し
く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
に
関
す
る
計
画
の
変
更
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係

る
計
画
の
廃
止
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
設
置
に
関
す
る
計
画
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
十
七
条
の
九
〜
第
十
七
条
の
十

（
略
）

（
改
善
命
令
等
）

第
十
七
条
の
十
一

都
道
府
県
知
事
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
者
が
排
出
す
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
口
に
お
け
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
が
排
出
基
準
に
適
合

し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し
く
は
当

該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
の
改
善
を
命
じ
、
又
は
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
使
用
の
一
時
停
止
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
十
二

（
略
）

（
準
用
）

第
十
七
条
の
十
三

第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

（
略
）


